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８
月
11
日
（
土
）
ア
ル
カ

ス
佐
世
保
（
佐
世
保
市
）
に

お
い
て
、
佐
世
保
で
は
初
と

な
る
西
部
方
面
音
楽
隊
（
隊

長
：
伊
藤
３
陸
佐
）
に
よ
る

巡
回
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
場
後
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
開
演
時
間
を
迎
え
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
国
歌
斉
唱

か
ら
始
ま
り
、
第
1
部
で
は
、

軽
快
な
テ
ン
ポ
で
聴
く
人
を

う
き
う
き
と
さ
せ
る
「
ナ

ヴ
ァ
ル
・
ブ
ル
ー
」
や
「
ロ

マ
ン
ツ
ァ
」、
大
津
１
陸
士

の
独
奏
に
よ
る
「
マ
リ
ン
バ

協
奏
曲
」
や
聴
く
人
の
想
像

力
を
か
き
た
て
る
「
大
空
へ

の
挑
戦
」
と
ミ
リ
タ
リ
ー
・

バ
ン
ド
な
ら
で
は
の
迫
力
あ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
地
元
の
佐
世
保

東
翔
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
協

奏
で
第
2
部
が
開
始
さ
れ
ま

投
稿

し
た
。
吹
奏
楽
の
定
番
曲
で
も

あ
る
「
宝
島
」
や
軽
快
な
サ
ン

バ
の
リ
ズ
ム
が
特
徴
の
「
テ

キ
ー
ラ
」
で
は
東
翔
高
校
の
中

村
先
生
指
揮
の
も
と
、
観
客
席

も
巻
き
込
み
賑
や
か
な
演
奏
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
3
部
で
は
、
１
９
６
０
年

代
の
佐
世
保
を
舞
台
に
し
た
映

画
「
坂
道
の
ア
ポ
ロ
ン
」
の
劇

中
で
披
露
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
「
モ
ー
ニ

ン
」、「
テ
イ
ク
フ
ァ
イ
ブ
」
や

｢

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク｣

で
お
な
じ
み
の
「
私

の
お
気
に
入
り
」
な
ど
計
４
曲

を
演
奏
し
、
最
後
は
「
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
に
よ
り
第

３
部
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
熱
烈
な
ア
ン
コ
ー
ル

に
応
え
て
「
軍
艦
行
進
曲
」、「
群

青
」
や
「
古
き
名
誉
の
砲
兵
中

隊
」
な
ど
自
衛
隊
に
縁
あ
る
曲

を
披
露
し
、
佐
世
保
初
開
催
と

な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
況
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
室
）

　

8
月
15
日
～
16
日
の
２
日

間
、
長
崎
地
本
は
海
上
自
衛
隊

か
ら
護
衛
艦
「
ち
ょ
う
か
い
」

（
艦
長
：
富
松
１
海
佐
）、
第
16

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
：
南
野

１
陸
佐
）
の
支
援
の
も
と
、
長

崎
市
の
長
崎
水
辺
の
森
公
園
に

お
い
て
艦
艇
広
報
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

一
般
公
開
前
日
の
14
日
（
火
）

に
は
体
験
航
海
が
実
施
さ
れ
、

参
加
者
32
人
（
募
集
対
象
者
30

人
）
を
対
象
に
佐
世
保
か
ら
長

崎
ま
で
の
航
海
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
崎
港
へ
は

午
後
２
時
に
入
港
し
、
長
崎
県

防
衛
協
会
（
会
長
：
中
村
法
道

様
）
主
催
に
よ
る
入
港
歓
迎
行

事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
の
一
般
公
開
で

は
、
甲
板
上
の
装
備
品
見
学
の

ほ
か
、
30
歳
ま
で
を
対
象
に
し

た
艦
内
特
別
見
学
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
岸
壁
で
は
、
海
自
佐

世
保
総
監
部
の
支
援
に
よ
る
ミ

ニ
制
服
の
試
着
や
、
16
普
連
の

車
両
展
示
、
乗
員
に
よ
る
ラ
ッ

パ
の
演
奏
な
ど
様
々
な
催
し
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

本
ブ
ー
ス
で
は
中
高
生
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
自
衛

隊
の
職
業
紹
介
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。
珍
し
い
イ
ー
ジ
ス
艦
の

公
開
と
あ
っ
て
地
元
メ
デ
ィ
ア

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
平
日
に

も
係
ら
ず
２
日
間
で
６
７
０
０

人
余
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
長
崎
地
本
で
は
一

般
公
開
を
は
じ
め
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
を
実
施
し
、
県
民
の
皆
様

へ
広
く
自
衛
隊
を
広
め
る
と
共

に
自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
と
志
願

者
獲
得
へ
と
努
力
し
て
参
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
広
報
室
）　

長
崎
防
衛
協
会
（
植
松
俊
徳
会
長
）
は
、

７
月
５
日
（
木
）
か
ら
６
日
（
金
）
の
２

日
間
、
福
岡
地
区
の
部
隊
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、
陸
自
西
部
方
面
混
成
団
長

及
び
幹
部
候
補
生
学
校
長
へ
の
表
敬
、
献

花
、
装
備
品
展
示
等
を
研
修
、
２
日
目
は
、

陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団
長
及
び
空
自
西
部

航
空
方
面
隊
司
令
官
へ
の
表
敬
、
概
況
説

明
等
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
研
修
と
な
り

ま
し
た
が
、
陸
・
空
自
部
隊
の
現
状
や
教

育
の
厳
し
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
厳

し
い
任
務
に
邁
進
し
て
い
る
隊
員
の
姿
を

見
る
事
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
長
崎
防
衛
協
会
）

西
部
方
面
音
楽
隊
演
奏
会
in
佐
世
保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出島岸壁に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護衛艦 「ちょうかい」 来航！

 イージス護衛艦に６７００人来艦！  　　

長
崎
防
衛
協
会
部
隊
研
修
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イ
ベ
ン
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特
別
休
暇
扱
い
で

　
　
　
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
に
参
加

　

第
22
航
空
群
（
群
司
令
：
岡

田　

真
典
海
将
補
）
は
、
８
月

１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た
大
村
市
夏

の
最
大
イ
ベ
ン
ト
、「
平
成
30

年
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
へ

同
ま
つ
り
協
賛
会
（
会
長
：
園

田　

裕
史
大
村
市
長
）
か
ら
の

依
頼
を
受
け
総
踊
り
へ
参
加
し

ま
し
た
。

　

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
は
、

昭
和
55
年
よ
り
「
大
村
を
元
気

に
し
た
い
」
と
の
熱
い
思
い
か

ら
大
村
市
内
全
25
神
社
や
各
種

団
体
等
の
運
営
協
力
を
得
て
始

ま
っ
た
祭
り
で
す
。

　

３
日
目
の
最
終
日
に
は
、
市

内
18
団
体
総
勢
約
１
４
０
０
人

の
踊
り
子
が
参
加
す
る
中
、
大

村
航
空
基
地
の
隊
員
か
ら
構
成

さ
れ
る
「
ち
ど
り
連
」（
群
司

令
以
下
総
勢
64
人
）
は
、
昼
間

の
猛
暑
の
名
残
と
祭
り
に
沸
き

立
つ
市
民
の
熱
気
が
入
り
混
じ

る
総
踊
り
会
場
に
お
い
て
、
明

る
く
、
力
強
く
、
そ
し
て
一
糸

乱
れ
ぬ
踊
り
を
披
露
し
、
会
場

を
埋
め
つ
く
す
多
く
の
市
民
・

見
物
客
を
魅
了
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
特
に
優
秀
な
団
体
に
与

え
ら
れ
る
「
夏
越
特
別
賞
」
の

栄
冠
を
獲
得
し
、
表
彰
式
後
の

ア
ン
コ
ー
ル
総
踊
り
で
は
、
応

援
に
駆
け
つ
け
た
隊
員
や
家

族
、
支
援
団
体
の
方
々
と
も
一

体
と
な
っ
て
終
始
笑
顔
で
夏
越

特
別
賞
受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

　

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
真

夏
の
夜
に
煌
く
大
輪
の
華
を
咲

か
せ
た
今
年
の
「
お
お
む
ら
夏

越
ま
つ
り
」
は
、
大
盛
況
の
中
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
第
22
航
空
群
）

人　

事

　

大
村
基
地
が
特
別
賞
受
賞
！

投
稿

　　　　三自衛隊統一募集広報
「パワーアドベンチャー」に参加！

【
転
出
】

  

西
部
航
空
方
面
隊
司
令
部

  　
　
　
　
　
　

支
援
飛
行
隊
へ

  

島
原
地
域
事
務
所

  

２
等
空
曹　
　

松
原　

功
尚

【
採
用
】

  

佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー
へ

  

期
間
業
務
隊
員　

猪
股　

主
税

　

西
部
方
面
隊
三
自
衛
隊
統
一

募
集
広
報
「
パ
ワ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
が
、
夏
休
み
真
最
中

の
８
月
９
日
（
木
）・
10
日
（
金
）

の
二
日
間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
内
か
ら
は
、
高
校
生
９
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
は
南
部
九
州
地
区

で
あ
り
、
前
日
の
８
日
か
ら
出
発

し
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
長
崎
出
発
の
際

に
は
初
対
面
で
ぎ
こ
ち
な
い
様
子

で
し
た
が
、
初
日
の
宿
泊
所
と
な

る
宮
崎
県
の
空
自
新
田
原
基
地
に

到
着
す
る
頃
に
は
す
っ
か
り
打
ち

解
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

初
め
て
の
営
内
で
の
宿
泊
や

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
の
体
験
な
ど

を
行
い
参
加
者
た
ち
は
普
段
よ
り

早
め
の
就
寝
に
つ
き
ま
し
た
。
翌

日
は
ラ
ッ
パ
の
音
で
起
床
し
、
い

よ
い
よ
パ
ワ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
田
原
基
地
で
は
、
普
段
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
航
空
機

や
そ
の
内
部
、
航
空
機
の
整
備
、

管
制
塔
に
お
け
る
航
空
管
制
の

様
子
な
ど
を
見
学
し
、
参
加
者

た
ち
は
一
様
に
真
剣
な
眼
差
し

で
講
習
へ
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
次
の
研
修
地
で
あ

る
え
び
の
駐
屯
地
へ
と
移
動
し

陸
自
、
火
砲
（
Ｆ
Ｈ
70
）
の
射

撃
準
備
の
見
学
や
警
務
隊
に
よ

る
指
紋
採
取
の
体
験
、
軽
装
甲

機
動
車
や
高
機
動
車
の
体
験
搭

乗
、
個
人
装
具
の
試
着
な
ど
普

段
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
経

験
を
し
、
同
駐
屯
地
に
宿
泊
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
鹿
児
島
県
に
あ

る
海
自
鹿
屋
基
地
に
移
動
し
て

哨
戒
機
、
哨
戒
ヘ
リ
や
救
難
ヘ

リ
の
研
修
や
、
全
国
で
も
珍
し

い
着
水
脱
出
訓
練
場
に
て
、
実

際
に
水
に
沈
ん
だ
機
体
か
ら
脱

出
す
る
訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。

海
自
研
修
の
締
め
く
く
り
は
金

曜
日
に
お
馴
染
み
の
カ
レ
ー
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
研

修
に
お
い
て
、
学
生
と
年
齢
が

近
い
隊
員
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
、
自
衛
隊
生
活
の
現
状
や

現
場
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
で
、

自
衛
隊
を
進
路
の
選
択
肢
と
す

る
不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
体
験
談
を
通
じ
て
ご
家
族

や
友
人
も
含
め
自
衛
隊
に
対
す

る
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
原
所
）

　

九
州
電
気
保
安
協
会
で
雇

用
さ
れ
て
い
る
予
備
自
衛
官

は
、
今
年
度
か
ら
特
別
休
暇

扱
い
で
５
日
間
訓
練
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
訓
練
参
加

時
に
は
有
給
休
暇
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
３
月

の
本
部
長
の
協
力
要
請
に
応

え
、
特
別
休
暇
の
使
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
13
日
（
金
）
同
協
会
顧

問
の
久
保
氏
と
営
業
部
長
の

田
中
氏
ら
が
地
本
を
訪
れ
本

部
長
と
懇
談
し
、
本
部
長
か

ら
は
同
協
会
の
今
回
の
職
務

環
境
の
整
備
に
対
し
改
め
て

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
協
会
か
ら
は
、

「
退
職
自
衛
官
は
検
針
業
務

等
に
お
い
て
し
っ
か
り
働
い

て
い
る
」
と
の
評
価
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
人
材
確
保

に
対
す
る
情
報
提
供
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

地
本
と
し
て
は
引
き
続
き
、

退
職
自
衛
官
の
有
用
性
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
予
備
自

衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官
の

雇
用
協
力
の
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
す
。　
　
（
援
護
課
）

６
月
16
日
（
土
）、
平
成
30

年
度
長
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
（
三
浦

正
司
会
長
）
総
会
が
長
崎
市
内

の
ホ
テ
ル
（
ホ
テ
ル　

ニ
ュ
ー

タ
ン
ダ
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
を
は

じ
め
遠
く
は
山
口
県
か
ら
の
参

加
者
を
含
め
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
国
歌
斉
唱
、
物
故

会
員
に
黙
祷
、
会
長
挨
拶
の
後
、

小
谷
本
部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
29
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
30
年
度
事
業

計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
に

て
、
会
員
と
現
職
の
親
睦
を
深

め
、
会
は
盛
会
の
内
に
終
了
し
、

会
場
を
後
に
さ
れ
る
各
会
員
は

来
年
も
こ
の
場
で
の
再
会
を
誓

い
あ
っ
て
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

長
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
総
会

　

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
総
踊
り
！

よろしくお願いします お世話になりました

　
　

以
上　
　

９
月
１
日
付


